
 

山行報告書 

神戸勤労者山岳会 

 

１． 参加者  CL 千賀、SL 松井、三浦、湊 

２． 山域／ルート 穂高・岳沢-前穂ピストン（奥明神ルンゼ・前穂ダイレクトルンゼ） 

３． 交通手段 自家用車 

４． 行動記録 

  ＜入山日 2015 年 5 月 2 日  下山日 2015 年 5 月 4 日＞ 

 5/1 西宮市内 14:30 出発=22:00 着 あかんだな場駐車場 

 5/2 5 時起床・6:30 発＝上高地(1505m) 7:45 発→10:45 岳沢(2170m)着 

テント設営後、雪上 SAB・滑落停止トレ 

 5/3 3 時起床・5:05 発→6:20 着(2480m)6:35 発→7:15 前穂ﾀﾞｲﾚｸﾄﾙﾝｾﾞ分岐 

(2650m)→8:05着(2770m)8:15発→9:05着 前穂高岳(3090m) 9:40発→ 

11:15 着 奥明神ルンゼ分岐 11:25 発→12:20 岳沢着 

 5/4 3 時起床・6 時岳沢発→8 時上高地着=あかんだな駐車場=平湯温泉= 

栃尾温泉(懇親宴会) 

5/5 栃尾温泉=九頭竜湖=福井=西宮市内解散 

５．山行中の問題点・事故に繋がる要因 

a)予定のルート・日程で行動出来たか？ 

 5/4 は雨天の為 西穂高沢から西穂高岳を中止し下山。 

 

b)事故に繋がりそうな要因（ヒヤリハット）が発生したか？ 

 発生した場合、具体的に記す 

 特になし。 

 

c)パーティーで、山行中の事故に繋がる要因につき、山行後検討したか？ 

 同ルートの登下降には、確実なアイゼン・ピッケル技術の必要。 

 山行参加の可否判断について検討が必要と感じた。 

 

５． その他、ルートに関する情報・気がついた事など記す 

 同ルートは 35 度から 45 度近い斜度が連続する。 

 当たり前ではあるが安全な山行には確実なアイゼン・ピッケル操作が不可欠であ

る。 トレーニングを行ってきた仲間との山行は楽しく有意義だった。 

 またご一緒してくださいませ。 

 

 

※ 提出頂いた山行報告書はＨＰの山行記録へ掲載致します。 

※ 掲載に際して特に希望があれば（ ）内に○をつけ、可能な範囲で理由 

を記載して下さい。 

  （    ）イニシャル掲載希望 ※イニシャル化した原稿を同封下さい。 

  （    ）一部掲載不可    ※掲載不可部削除した原稿を同封下さい。 

 （    ）掲載不可 

  ※掲載不可・一部掲載不可の時 

 （理由：                            ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告者氏名  千賀 義一 2015 年 5 月 7 日 

 

 

 

 

 

 

 

奥明神ルンゼ 

前穂ダイレクトルンゼ 

前穂高岳頂上からの眺め（乗鞍方面） 

前穂高岳頂上！ 



報告書の提出について（改定） 2012.07.04 

 

１．リーダーは山行の終了後にメンバーと山行を振り返り、速やかに（１週間以内 

を目処）本報告書を提出して下さい。 

（できればＨＰ掲載用に、山行の様子の分かる写真も数枚添付して下さい。） 

２．報告内容・掲載する写真については山行メンバーと協議の上で提出して下さい。 

 ３．本報告書はホームページの担当者と、遭難対策委員会へ提出して下さい。 


